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審 査 結 果 の 要 旨 
ヒトの末梢血内に数％しか存在しない自然免疫担当細胞である γδT 細胞は，主要組織適合性抗原
拘束性に抗腫瘍効果を示し，様々な方法で増幅・活性化させることで種々の悪性腫瘍に対して抗腫
瘍効果を発揮することが報告されている．前立腺がんにおいても in vitro で抗腫瘍効果を示すこと
が報告されているが，再発性および転移性前立腺がんに対する臨床試験での治療効果は必ずしも十
分とはいえない．このような悪性度の高い前立腺がんではがん幹細胞がより多く存在しているとさ
れ，今回前立腺がん幹細胞と γδT 細胞の抗腫瘍効果との関係性を検討した． 
文書によるインフォームドコンセントを取得した健常人ヒト末梢血 20 mL からゾレドロン酸処







できた．最後に，スフェア由来の γδT 細胞抵抗性前立腺がん細胞と，親株である γδT 細胞感受性
前立腺がん細胞における幹細胞マーカーの mRNA 発現を定量的 PCR で比較検討した．結果，スフ




以上が本論文の要旨であるが，本研究において，①申請者の培養方法で ex vivo 培養した γδT 細
胞はこれまでの報告と同様に in vitro において前立腺がん細胞に対して抗腫瘍効果を認めること，
②前立腺がんスフェア細胞は γδT 細胞治療に抵抗性を示すこと，③γδT 細胞に抵抗性を示す前立腺
がん細胞において，幹細胞マーカーの上昇を認めること，を明らかにしたことで前立腺がん幹細胞
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